
今回のアンケートからは、育児を楽しむ一方で家庭や社会の中で戸惑いを抱える父親たちの姿がうかがえました。

パパたちが感じる「おでかけひろばへの入りにくさ」や「専門職への相談しにくさ」は社会の仕組みや雰囲気の課題でもあります。

「ママのサポート役」としてではなく、育児の当事者として、パパもママも互いに、そして地域が、その努力を認め合い、共感し合える環境づくりに取り組んでいきます。

対象者：令和7年12⽉１⽇〜12⽉31⽇に

見守り訪問事業『せたがや0→1(ぜろいち)子育てエール』を利⽤した家庭の父親

回答者数：93件（期間中の訪問数：334件） 

回答形式：Webアンケートにて選択式および自由記述

母親がどんなことを考えながら
育児をしているかを

これから育児をする父親に
話をしてもらうといいのでは？

Q3  社会の制度や環境について不安に感じたこと Q4  子育て講座で参加したいもの

おでかけひろばは
基本的にママしかいないので
最初は出かけるのを
躊躇していました。

在宅を増やすための相談を
職場に行っていますが

上司の育児に対する理解度が心配。

Q1  育児休暇・育児休業を取得してよかったこと

父親の育児支援ニーズに関するアンケート
世田谷区では、父親の育児の現状や課題を把握し、今後の子育て支援に⽣かすことを⽬的としてアンケートを実施しました。

93名のパパたちから寄せられた「生の声」の⼀部をご紹介します。

Q2  家族との関係で感じたこと

良かれと思ってやったことが、
妻にとっては必要なかったり
余計な事だったりで、
申し訳なさとショックを
感じる事が多々あります。

烏山
ネウボラ・チーム

母親と父親の脳内の違いが
本当に差があると
感じました。

家族や子どもとの時間も増え
本当に育休取得してよかった。
男性の育休取得が当たり前になる

社会を願っています。

事故防止と応急処置を
勉強したい。

【ダイジェスト版】

全てのアンケート結果は
こちらからご覧いただけます


